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映 画 『 殺 人 幻 想 曲 』 に お け る イ ギ リ ス 紳 士 ／ 芸 術 家  

 

                          有 森 由 紀 子  

 

 

は じ め に  

ア メ リ カ 人 映 画 監 督 ・ 脚 本 家 プ レ ス ト ン ・ ス タ ー ジ ェ ス の 作 品 は 、

し ば し ば 彼 の 興 味 深 い 伝 記 的 事 実 を 参 照 し な が ら 論 じ ら れ て き た 。 ス

タ ー ジ ェ ス の 母 メ ア リ ー・デ ン プ シ ー 1 は 、芸 術 を 愛 し 、ヨ ー ロ ッ パ で

の 生 活 を 好 ん だ 自 由 奔 放 な 女 性 で あ っ た 。 一 方 、 彼 が 実 父 同 然 に 慕 っ

た 継 父 ソ ロ モ ン ・ ス タ ー ジ ェ ス は 、 シ カ ゴ に 暮 ら す 裕 福 で 常 識 あ る ビ

ジ ネ ス マ ン だ っ た 。 ヨ ー ロ ッ パ と ア メ リ カ 、 芸 術 と ビ ジ ネ ス と い う 対

照 的 な 世 界 に 身 を 置 く 母 メ ア リ ー と 継 父 ソ ロ モ ン の 存 在 は 、 ス タ ー ジ

ェ ス の 人 生 と 映 画 に 大 き な 影 響 を 与 え た と 考 え ら れ て い る 。  

本 論 で は 、 ス タ ー ジ ェ ス 脚 本 ・ 監 督 作 『 殺 人 幻 想 曲 』 ( U n f a i t h f u l l y  

Y o u r s ,  1 9 4 8 )を 取 り 上 げ 、 男 性 主 人 公 の 表 象 に 注 目 し て 映 画 テ ク ス ト

の 分 析 を 行 う 。 本 作 は 、 准 男 爵 の 称 号 を も つ イ ギ リ ス 人 で あ り 、 高 名

な オ ー ケ ス ト ラ 指 揮 者 （ 芸 術 家 ） で も あ る 男 性 主 人 公 を 擁 し た ス ク リ

ュ ー ボ ー ル ・ コ メ デ ィ で あ る 。 ア ン ド リ ュ ー ・ デ ィ コ ス は 本 作 の 特 性

を 次 の よ う に 指 摘 す る 。  

 

一 人 の キ ャ ラ ク タ ー の 個 性 を 中 心 に 据 え て 物 語 を 構 成 す る た め に 、

一 人 の 俳 優 の 演 技 を 記 録 す る こ と に も っ ぱ ら 専 念 し た ス タ ー ジ ェ

ス 作 品 は 他 に な い 。 芸 術 家 の 自 己 中 心 性 と い う 本 作 の テ ー マ は ま

さ に 、 [主 人 公 に ]こ の よ う に 重 点 を 置 く こ と に よ っ て 成 立 し て い

る … … 。 ( D i c k o s  1 2 5 )  

 

本 作 の 主 人 公 の 表 象 に は 、 自 己 言 及 的 性 質 を 伴 っ た ス タ ー ジ ェ ス な ら

で は の ユ ニ ー ク な キ ャ ラ ク タ ー 造 形 が み ら れ る 。 そ こ で 、 ス ク リ ュ ー

ボ ー ル ・ コ メ デ ィ に 登 場 す る ヨ ー ロ ッ パ 人 貴 族 2  や 芸 術 家 の ス テ レ オ

タ イ プ 、 あ る い は 主 人 公 を 演 じ る 俳 優 の ス タ ー ・ イ メ ー ジ を 確 認 し 、

そ れ ら を ス タ ー ジ ェ ス が ど の よ う に 活 用 し て い る の か 、 そ こ に ア メ リ

カ と ヨ ー ロ ッ パ の 葛 藤 が ど の よ う に 内 包 さ れ て い る の か を 分 析 ・ 考 察

す る 。 そ し て 、 そ の よ う な 主 人 公 の 存 在 が 、 ジ ャ ン ル の テ ー マ で あ る

男 女 の 恋 愛 バ ト ル に お い て ど の よ う な 効 果 を 発 揮 し て い る の か を 明 ら

か に す る 。  
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Ⅰ ． イ ギ リ ス 紳 士 と ア メ リ カ 人 ： 台 詞 回 し を 中 心 に  

1 .  先 行 研 究 に お け る 評 価  

ス タ ー ジ ェ ス 作 品 に は 、 し ば し ば ア メ リ カ 的 視 点 と ヨ ー ロ ッ パ 的 視

点 が 同 居 す る と 指 摘 さ れ て き た 。 そ の 特 徴 を 伝 記 的 事 実 と 関 連 づ け た

最 も 初 期 の 批 評 は 、 ジ ェ ー ム ズ ・ エ イ ジ ー と マ ニ ー ・ フ ァ ー バ ー に よ

る も の で あ る 。 両 者 は 、 あ ら ゆ る 面 で 対 照 的 で あ っ た 母 メ ア リ ー と 継

父 ソ ロ モ ン の 存 在 が 、 ス タ ー ジ ェ ス の 人 生 と 映 画 双 方 に ヨ ー ロ ッ パ と

ア メ リ カ 、 芸 術 と ビ ジ ネ ス の 葛 藤 を も た ら し た と 考 え た 。 そ し て 、 生

い 立 ち に 起 因 す る ア ン ビ バ レ ン ス （ 両 面 価 値 ） を 、 曖 昧 な 態 度 、 政 治

や イ デ オ ロ ギ ー へ の 無 関 心 と み な し 批 判 し た 。3 両 者 の こ の よ う な 批 評

は 、 今 日 に 至 る ま で の ス タ ー ジ ェ ス 研 究 に 大 き な 影 響 を 与 え て い る 。

一 方 で 、 両 者 が ス タ ー ジ ェ ス の 喜 劇 の 才 能 を 高 く 評 価 し て い た こ と も

事 実 で あ る 。 葛 藤 な い し ア ン ビ バ レ ン ス は 、 ス タ ー ジ ェ ス 独 自 の 喜 劇

を 生 む 原 動 力 と な り 、 そ の 作 品 を 理 解 す る 上 で 欠 く こ と の で き な い キ

ー ワ ー ド で あ る 。 4   

ア メ リ カ 的 視 点 と ヨ ー ロ ッ パ 的 視 点 の 同 居 が 、 ス タ ー ジ ェ ス 作 品 に

独 自 の 喜 劇 的 効 果 を も た ら し て い る の は 確 か で あ る 。 ビ ク ト リ ア ・ ウ

ィ ル ソ ン は 脚 本 家 と し て の ス タ ー ジ ェ ス を 次 の よ う に 評 す る 。  

 

ス タ ー ジ ェ ス に は 、 ほ と ん ど の 脚 本 家 に は な い も の が あ っ た 。 彼

は 上 流 階 級 的 で ヨ ー ロ ッ パ 的 で あ っ た 。 優 雅 で 洗 練 さ れ て お り 、

下 品 に な る こ と な く 、 く だ け た 口 調 や ス ラ ッ プ ス テ ィ ッ ク を 用 い

る こ と が で き た 。 ス ラ ン グ 、 方 言 、 粗 野 な 言 動 を 用 い 、 そ れ ら に

品 格 、 エ ネ ル ギ ー 、 ウ ィ ッ ト 、 知 性 を 与 え る こ と が で き た の で あ

る 。 ( Wi l s o n  8 1 6 )  

 

ジ ャ レ ッ ド ・ ラ プ フ ォ ー ゲ ル は ス タ ー ジ ェ ス 作 品 の 魅 力 を 、 粗 野

( v u l g a r i t y )と 洗 練 ( s o p h i s t i c a t i o n )、ス ラ ッ プ ス テ ィ ッ ク と 上 品 で ウ ィ

ッ ト に 飛 ん だ 台 詞 の 楽 し く 陽 気 な 組 み 合 わ せ か ら 生 じ る パ ラ ド ッ ク ス

に あ る と 指 摘 す る 。 5  ス タ ー ジ ェ ス 自 身 は フ ラ ン ス 人 の 友 人 に 、「 私 の

最 良 の 功 績 は 、 ア メ リ カ 的 語 彙 に よ っ て 濾 過 さ れ た フ ラ ン ス 式 ユ ー モ

ア で あ る 」 ( J a c o b s  4 3 )と 語 っ た 。  

た だ し 、 ス タ ー ジ ェ ス 作 品 の 多 く は 、 極 め て ア メ リ カ 的 な テ ー マ を

扱 い 、 も っ ぱ ら ア メ リ カ を 風 刺 の 対 象 に す る 。 彼 の 作 品 は し ば し ば 、

男 性 主 人 公 の ア メ リ カ ン ・ ド リ ー ム の 追 求 と 挫 折 を テ ー マ に し 、 ア メ

リ カ 的 成 功 神 話 を 風 刺 す る 。 物 語 の 背 景 と し て 、 同 時 代 の ア メ リ カ の

社 会 状 況 を 反 映 し た 描 写 が な さ れ る こ と も 多 い 。例 え ば 、『 偉 大 な る マ

ッ ギ ン テ ィ 』 ( T h e  G r e a t  M c G i n t y,  1 9 4 0 ) と 『 サ リ ヴ ァ ン の 旅 』

( S u l l i v a n ’ s  Tr a v e l s ,  1 9 4 1 )は 大 恐 慌 時 代 を 、『 モ ー ガ ン ズ・ク リ ー ク の

奇 跡 』 ( T h e  M i r a c l e  o f  M o r g a n ’ s  C r e e k ,  1 9 4 4 )と 『 凱 旋 の 英 雄 万 歳 』
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( H a i l  t h e  C o n q u e r i n g  H e r o ,  1 9 4 4 )は 第 二 次 世 界 大 戦 を 背 景 に し て い

る 。 ま た 、『 バ シ ュ フ ル 盆 地 の ブ ロ ン ド 美 人 』 ( T h e  B e a u t i f u l  B l o n d e  

f r o m  B a s h f u l  B e n d ,  1 9 4 9 )は 、 西 部 開 拓 時 代 を 舞 台 と し 、 極 め て ア メ

リ カ 的 ジ ャ ン ル 映 画 で あ る 西 部 劇 映 画 を 、 ス タ ー ジ ェ ス ら し い ド タ バ

タ 騒 動 満 載 の 喜 劇 に ア レ ン ジ し た 作 品 で あ る 。  

こ れ ら の 監 督 作 品 の 中 に あ っ て 、『 殺 人 幻 想 曲 』が ヨ ー ロ ッ パ 的 視 点

の 持 ち 主 を 主 人 公 と し 、 彼 の イ ギ リ ス 紳 士 ・ 芸 術 家 と し て の 自 意 識 が

キ ャ ラ ク タ ー 造 形 や 物 語 展 開 に 重 要 な 役 割 を 占 め て い る こ と は 、 注 目

に 値 す る 。 貴 族 と 芸 術 家 は 、 ス ク リ ュ ー ボ ー ル ・ コ メ デ ィ に 登 場 す る

ヨ ー ロ ッ パ 人 キ ャ ラ ク タ ー の 典 型 で あ る 。 両 者 は し ば し ば 、 外 国 訛 り

の あ る ヨ ー ロ ッ パ 出 身 の 俳 優 に よ っ て 演 じ ら れ 、 ヨ ー ロ ッ パ の 長 い 歴

史 が 生 ん だ 伝 統 ・ 文 化 、 階 級 制 度 等 を 象 徴 す る 存 在 と し て 描 か れ る 。

比 較 的 歴 史 の 浅 い 共 和 国 ア メ リ カ に は な い も の を 象 徴 す る 存 在 と し て 、

ア メ リ カ 人 の 金 持 ち と 対 を 成 し て 描 か れ る こ と も 多 い 。 例 え ば 、 『 幽

霊 西 へ 行 く 』 ( T h e  G h o s t  G o e s  W e s t ,  1 9 3 5 ) や 『 青 髭 八 人 目 の 妻 』

( B l u e b e a r d ' s  E i g h t h  Wi f e ,  1 9 3 8 )等 の 作 品 で は 、 ア メ リ カ 人 の 金 持 ち

と ヨ ー ロ ッ パ 人 貧 乏 貴 族 が 登 場 し 、 前 者 の 富 と 後 者 の 爵 位 、 進 取 の 気

性 と 保 守 性 の 対 比 が 見 ら れ る 。 そ こ で 、 ま ず は イ ギ リ ス 紳 士 と し て の

ア ル フ レ ッ ド の 表 象 を 、 台 詞 回 し に 注 目 し て 分 析 し た い 。  

 

2 .  レ ッ ク ス ・ ハ リ ソ ン の ス タ ー ・ イ メ ー ジ  

ア ル フ レ ッ ド は 、 演 じ る イ ギ リ ス 人 俳 優 レ ッ ク ス ・ ハ リ ソ ン の ス タ

ー ・ イ メ ー ジ を 活 か す こ と で 、 貴 族 の 典 型 的 特 徴 を 備 え た キ ャ ラ ク タ

ー と な っ て い る 。 ハ リ ソ ン は リ バ プ ー ル の 中 産 階 級 家 庭 出 身 な が ら も

地 方 訛 り の な い イ ギ リ ス 英 語 を 話 し 、都 会 的 で 裕 福 な イ メ ー ジ を 備 え 、

舞 台 と 映 画 の 双 方 で い か に も イ ギ リ ス 紳 士 然 と し た 役 を 数 多 く 演 じ た 。

ま た 、尊 大 さ や エ ゴ の 強 さ も 特 徴 で あ る 。『マ イ・フ ェ ア・レ デ ィ 』( M y  

F a i r  L a d y ,  1 9 6 4 )は そ の 好 例 で あ り 、 彼 が 演 じ た ヒ ギ ン ズ 教 授 は 、 特

に 女 性 に 対 し て 無 礼 で さ え あ る 高 慢 な イ ギ リ ス 紳 士 ぶ り が 際 立 つ 。 ヒ

ギ ン ズ 教 授 は 、 正 し い 英 語 を イ ギ リ ス の 誇 り と 考 え る 言 語 学 者 で あ る

が 、 イ ギ リ ス の 演 劇 界 ／ 映 画 界 に お い て は 、 地 方 訛 り の な い イ ギ リ ス

英 語 が ス タ ー に な る た め の 必 須 要 件 で あ り 、 ハ リ ソ ン が 上 流 階 級 的 風

格 を ま と っ た ス タ ー ・ イ メ ー ジ を 形 成 す る こ と に 寄 与 し た 。 6  

し か し 、ア メ リ カ 映 画 デ ビ ュ ー 作『 ア ン ナ と シ ャ ム 王 』( A n n a  a n d  t h e  

K i n g  o f  S i a m ,  1 9 4 6 )で は 、 ハ リ ソ ン は キ ャ ラ ク タ ー 俳 優 と み な さ れ 、

タ イ 人 の シ ャ ム 王 に 配 役 さ れ た 。 ハ リ ウ ッ ド で は 、 外 国 訛 り の あ る 俳

優 は 本 人 の 出 自 に 関 わ ら ず 、 様 々 な 国 籍 の キ ャ ラ ク タ ー に 配 役 さ れ た

の で あ る 。 ハ リ ソ ン は ド ラ マ ・ コ ー チ 、 エ ル サ ・ シ ュ ラ イ バ ー の 指 導

を 受 け 、タ イ 人 の 話 し 方 を 模 し た 独 特 の 話 し 方 を す る こ と に こ だ わ り 、

イ ギ リ ス 英 語 で 話 せ ば 十 分 と 考 え た 監 督 ジ ョ ン ・ ク ロ ム ウ ェ ル と 対 立
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し た 。ハ リ ソ ン の 独 特 の リ ズ ム の あ る 話 し 方 は 、ミ ュ ー ジ カ ル 映 画『 マ

イ・フ ェ ア・レ デ ィ 』と『 ド リ ト ル 先 生 不 思 議 な 旅 』 ( D o c t o r  D o l i t t l e ,  

1 9 6 7 )の ミ ュ ー ジ カ ル・ナ ン バ ー に も 活 か さ れ 、サ ラ・コ ズ ロ フ が 指 摘

す る よ う に 、 ミ ュ ー ジ カ ル ・ ナ ン バ ー に お い て も ハ リ ソ ン は 歌 う と い

う よ り も 饒 舌 に 話 し 、デ ュ エ ッ ト は 対 話 的 で あ る  ( K o z l o f f  11 8 )。な お 、

ハ リ ソ ン は 前 者 で は 言 語 学 者 、 後 者 で は 約 5 0 0 の 動 物 語 を 習 得 し た 医

師 と い う 言 語 の 専 門 家 を 演 じ て い る 。  

『 殺 人 幻 想 曲 』 に お い て ス タ ー ジ ェ ス は 、 イ ギ リ ス 英 語 と リ ズ ム 感

の あ る 音 調 で 繰 り 出 さ れ る ハ リ ソ ン の 台 詞 回 し を 効 果 的 に 用 い て い る 。

イ ギ リ ス 英 語 は 、 イ ギ リ ス 紳 士 と し て の ア ル フ レ ッ ド の ア イ デ ン テ ィ

テ ィ の 重 要 な 証 で あ り 、 彼 を 取 り 巻 く 他 の ア メ リ カ 人 キ ャ ラ ク タ ー

の 中 に あ っ て 、 イ ギ リ ス 人 で あ る こ と を 誇 示 す る そ の 特 異 な 言 動 は

際 立 つ 。 そ し て 、 ア ル フ レ ッ ド と 他 の キ ャ ラ ク タ ー の 間 に 、 ヨ ー ロ

ッ パ と ア メ リ カ の 二 項 対 立 が 成 立 す る 。  

 

3 .  イ ギ リ ス 紳 士 の 語 彙  

『 殺 人 幻 想 曲 』 で は 、 妻 ダ フ ネ が 秘 書 ト ニ ー と 浮 気 を し て い る ら し

い と い う 報 告 を 受 け た ア ル フ レ ッ ド が 、 妻 へ の 疑 惑 に と り つ か れ て 騒

動 を 起 こ す 様 子 が 描 か れ る 。 そ の 発 端 と な る の は 、 義 弟 オ ー ガ ス ト が

ホ テ ル に ア ル フ レ ッ ド を 訪 ね る 映 画 序 盤 の シ ー ン ( 0 0 : 0 9 : 0 2 - 0 0 : 1 3 : 5 0 )

で あ る 。 妻 同 士 が 姉 妹 で あ る こ と 以 外 に 共 通 点 が な い と 自 覚 し て い る

二 人 の 応 酬 は 、 イ ギ リ ス 人 と ア メ リ カ 人 の プ ラ イ ド の ぶ つ か り 合 い の

様 相 を 呈 す る 。 ア ル フ レ ッ ド は 、 オ ー ガ ス ト を 金 持 ち だ が 退 屈 で け ち

く さ い 男 と こ き 下 ろ し 、「 私 は 准 男 爵 で 指 揮 者 、そ し て 我 が 一 族 の 製 品

は ワ ー テ ル ロ ー の 戦 い 以 来 、 イ ギ リ ス を 支 え て き た の だ 」 と 言 っ て 、

イ ギ リ ス 紳 士 と し て の プ ラ イ ド を 露 わ に す る 。 一 方 の オ ー ガ ス ト も 、

音 楽 が 嫌 い で あ る こ と や ア ル フ レ ッ ド の 一 族 の 家 業 7  に 対 す る 軽 蔑

を 口 に し 、 爵 位 を 持 た な い 「 慎 ま し い ア メ リ カ 人 」 を 自 称 す る 。 プ ラ

イ ド が 高 く 、 洗 練 さ れ た ヨ ー ロ ッ パ 人 貴 族 と 、 金 持 ち だ が 野 暮 な ア メ

リ カ 人 と い う 構 図 が 展 開 さ れ る 。  

「 探 偵 業 」 を 表 現 す る の に 用 い る 語 彙 の 点 で 両 者 は 対 照 的 で あ る 。

オ ー ガ ス ト は 、 “ k e e p  a n  e y e  o n  y o u r  w i f e ”と い う フ レ ー ズ を 何 度 も 繰

り 返 す 。「 妻 か ら 目 を 離 さ な い よ う に ( k e e p  e y e  o n  y o u r  w i f e )」 と ア ル

フ レ ッ ド か ら 頼 ま れ た こ と に 三 度 言 及 し 、 パ ー ム ビ ー チ に 行 っ て い た

た め 自 分 で は 見 張 る こ と が で き な か っ た ( “ I  c o u l d n ' t  k e e p  a n  e y e  o n  

h e r  f r o m  P a l m  B e a c h . ” )と い う オ チ を つ け 、 最 後 に “ d e t e c t i v e ” (探 偵 )

と い う 一 語 で も っ て 探 偵 を 雇 っ た こ と を 明 か す の で あ る 。  

こ れ に 対 し ア ル フ レ ッ ド は 、多 様 な 語 彙 を 用 い た 長 台 詞 を 繰 り 出 し 、

探 偵 業 を 批 判 す る 。ま ず 彼 は オ ー ガ ス ト に 掴 み 掛 り な が ら 、「お 前 は 中

折 れ 帽 を か ぶ っ た 粗 野 な 追 い は ぎ に 、 私 の 美 し い 妻 を 調 査 さ せ た と い
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う の か ( Y o u  d a r e  t o  i n f o r m  m e  y o u  h a d  v u l g a r  f o o t p a d s  i n  s n a p - b r i m  

f e d o r a s  s l u i c i n g  a f t e r  m y  b e a u t i f u l  w i f e ? )」 と 言 う 。 彼 は 実 際 に そ の

探 偵 を 目 に し た わ け で は な い が 、外 見 に 関 す る 詳 細 な 描 写（ 中 折 れ 帽 ）

を 加 え て い る 。 ま た 、 探 偵 を 形 容 す る の に 用 い る “ v u l g a r ”（ 粗 野 な ）

と 言 う 語 は 、 ア メ リ カ を 形 容 す る た め に 、 ヨ ー ロ ッ パ の 洗 練

( s o p h i s t i c a t e d ,  r e f i n e d )と 対 比 し て 用 い ら れ る こ と が 多 い 語 で あ り 、

ウ ィ ル ソ ン や ラ プ フ ォ ー ゲ ル も こ れ ら の 語 を 用 い て 、 ス タ ー ジ ェ ス 作

品 に お け る ア メ リ カ 的 視 点 と ヨ ー ロ ッ パ 的 視 点 の 同 居 を 指 摘 し て い る 。

続 く 台 詞 で は 、 “ s e w e r ”（ 下 水 ）、 “ c o n t a m i n a t e d ”（ 汚 れ た ）、 “ v e r m i n ”

（ 害 虫 ）、 “ d i s h o n o r ”（ 不 名 誉 ）等 の 語 を 用 い て 探 偵 業 を 批 判 す る 。こ

れ ら は 、 “ c h i v a l r y ”（ 騎 士 道 精 神 ）、 “ c o m m o n  d i g n i t y ”（ 人 が 共 有 す べ

き 品 位 ）、 “ g o o d  m a n n e r s ”（ 礼 儀 作 法 ） 等 の イ ギ リ ス 紳 士 の 価 値 観 を

象 徴 す る 語 に 対 置 さ れ て 用 い ら れ る 。  

オ ー ガ ス ト に 雇 わ れ た 探 偵 ス ウ ィ ニ ー の 事 務 所 を 訪 れ る シ ー ン

( 0 0 : 2 8 : 5 3 - 0 0 : 3 0 : 1 0 )で は 、 探 偵 業 を 「 単 な る ビ ジ ネ ス 」 と 称 す る 仕 立

屋 に 対 し 、 ア ル フ レ ッ ド は 議 会 で 演 説 を し て い る か の よ う な 雄 弁 さ で

次 の よ う な 長 台 詞 を 繰 り 出 す 。  

 

I ' d  c a l l  i t  a  c r i m i n a l  i n v a s i o n  o f  t h e  r i g h t s  o f  d e c e n t  p e o p l e ,  a n  

a s s a u l t  u p o n  t h e  v e r y  p r i v a c y  w h i c h  i s  t h e  c o r n e r s t o n e  o f  

s e l f - r e s p e c t ,  a n  i n f a m o u s  p u r s u i t  w i t h o u t  s h a m e  o r  e t h i c s ,  a  

v i l e  c a l l i n g ,  m a s q u e r a d i n g  i n  t h e  c l o a k  o f  r e s p e c t a b i l i t y ,  b u t  

a c t u a l l y  s p r u n g  f r o m  t h e  c e s s p o o l s  o f  h u m a n i t y.（ 下 線 引 用 者 ） 

 

彼 は 探 偵 業 を 犯 罪 同 然 と み な し て 様 々 に 言 い 換 え て い る（ 下 線 部 ）。さ

れ に 、 そ れ ぞ れ の フ レ ー ズ の 直 後 に “ d e c e n t ” （ た し な み の よ い ）、

“ s e l f - r e s p e c t ”（ 自 尊 心 ）、 “ s h a m e ”（ 恥 じ ら い の 気 持 ち ）、 “ e t h i c s ”（ 倫

理 感 ）、 “ r e s p e c t a b i l i t y ”（ 体 面 ） 等 の 語 を 用 い た 表 現 （ 点 線 部 ） を 続

け る こ と で 、 探 偵 業 の 卑 し さ を 強 調 す る 。  

こ の シ ー ン で は 、 ア ル フ レ ッ ド の 長 台 詞 が 音 声 の 多 く を 占 め る 一 方

で 、オ フ ィ ス の 窓 や ド ア の ガ ラ ス に 刻 ま れ た 文 字 (図 1 )が 、探 偵 業 を 簡

潔 明 瞭 な 単 語 で 視 覚 的 に 表 現 す る 。 こ れ ら の 文 字 は 、 ア ル フ レ ッ ド の

長 台 詞 に 対 す る 無 言 の 抗 議 の よ う に 、 ア ル フ レ ッ ド の 姿 に 重 な っ た り

(図 2 )、 彼 と 仕 立 屋 を 取 り 囲 む よ う に 背 景 に 刻 ま れ て い る (図 3）。  

ア ル フ レ ッ ド の 台 詞 は イ ギ リ ス 紳 士 の 価 値 観 に 準 拠 し 、 ア メ リ カ 人

キ ャ ラ ク タ ー が 用 い る 表 現 と の 間 に 明 確 な 差 異 が 認 め ら れ る 。例 え ば 、

ア ル フ レ ッ ド を 訪 ね て き た ホ テ ル の 警 備 員 ( h o u s e  d e t e c t i v e )を 、 ト ニ

ー は 客 人 へ の 礼 儀 と し て “ g e n t l e m a n ”と 呼 ぶ が 、 ア ル フ レ ッ ド は す ぐ

さ ま “ h o u s e  d e t e c t i v e ” を “ h o u s e  d i c k ”と 言 い 換 え る 。 彼 に と っ て の

“ g e n t l e m a n ”は 、 イ ギ リ ス の 階 級 制 度 に お け る 紳 士 階 級 、 あ る い は 知
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性 と 品 位 を 備 え た 人 物 に 対 し て 用 い る べ き 単 語 で あ り 、 探 偵 に は 明 ら

か に 侮 辱 的 含 意 の あ る “ d i c k ”と い う 語 を 用 い る の で あ る 。そ の 一 方 で 、

彼 が 消 防 士 の こ と は “ n o b l e m a n  i n  a  w h i t e  h a t ”（ 白 帽 子 の 高 貴 な 人 ）

( 0 0 : 2 5 : 3 4 )と 表 現 す る 。 彼 が 消 防 士 に 敬 意 を 払 っ て い る の は 、 探 偵 の

報 告 書 を 燃 や そ う と し て 起 こ し た 火 事 を 消 化 し 、 探 偵 が も た ら し た ダ

フ ネ に 対 す る 疑 念 も 一 時 的 に 鎮 め て く れ た か ら か も し れ な い 。  

 

4 .  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ギ ャ ッ プ  

豊 富 な 語 彙 に よ る 長 台 詞 で 会 話 の 相 手 を 圧 倒 す る 一 方 で 、 ア ル フ レ

ッ ド は 簡 潔 で 軽 快 な 言 葉 の ユ ー モ ア も 披 露 す る 。 前 述 の オ ー ガ ス ト と

の シ ー ン ( 0 0 : 0 9 : 0 2 - 0 0 : 1 3 : 5 0 )で は 、 前 半 は む し ろ オ ー ガ ス ト の 台 詞 の

方 が 多 い 。 オ ー ガ ス ト の 冗 長 な 台 詞 の 合 間 に 、 ア ル フ レ ッ ド の 簡 潔 で

皮 肉 の 利 い た 台 詞 が 挿 入 さ れ る の で あ る 。 例 え ば 、 逡 巡 し 「 ど こ か ら

始 め よ う か な ( N o w  l e t  m e  s e e .  H o w  t o  b e g i n . )」 と 言 う オ ー ガ ス ト に

対 し 、 ア ル フ レ ッ ド は す ぐ さ ま 「 は じ め か ら ( A t  t h e  b e g i n n i n g . )」 と

応 じ る 。 オ ー ガ ス ト が 「 私 は 家 族 に 対 す る 義 務 感 を 重 ん じ る 人 間 だ 」

と 言 え ば 、「 気 づ か な か っ た よ 」 と 応 じ 、「 僕 た ち は 義 理 の 兄 弟 だ ろ 」

と 言 わ れ れ ば 、「 残 念 な が ら 我 々 に は ど う し よ う も な い こ と だ が ね 」と

言 っ て さ り げ な く オ ー ガ ス ト を 虚 仮 に す る 。 こ の よ う な ア ル フ レ ッ ド

の 軽 妙 な 応 答 が 、 二 人 の 会 話 に リ ズ ム と ユ ー モ ア を 与 え て い る 。  

長 い 前 置 き の 後 に オ ー ガ ス ト が よ う や く 探 偵 を 雇 っ た こ と を 明 か す

と 、 一 転 し て ア ル フ レ ッ ド の 台 詞 が 支 配 的 に な る 。 ア ル フ レ ッ ド が 多

様 な 語 彙 を 用 い て 探 偵 業 を 批 判 す る 一 方 で 、 オ ー ガ ス ト は 似 た よ う な

言 い 回 し の 短 い 台 詞 を 繰 り 返 す 。落 ち 着 く よ う に 訴 え る 台 詞 、“ C o n t r o l  

y o u r s e l f ”と “ K e e p  c o o l ”を そ れ ぞ れ 二 度 繰 り 返 し 、掴 み 掛 る ア ル フ レ ッ

ド に 離 し て く れ と 懇 願 す る よ く 似 た 台 詞 、 “ K i n d l y  r e l e a s e  m y  s c a r f ”

と “ K i n d l y  l e t  g o  o f  m y  s h i r t ”を 発 す る 。 こ れ ら の 台 詞 は 全 く 効 果 を 発

揮 す る こ と が な い ば か り か 、 オ ー ガ ス ト は 不 用 意 に も 「 そ ん な に 怒 る

こ と で は な い よ 。 た だ 彼 女 を 尾 行 さ せ た だ け じ ゃ な い か 」 と 言 っ て ア

ル フ レ ッ ド を さ ら に 刺 激 す る 。  

結 局 、 オ ー ガ ス ト は 最 も 肝 心 な 探 偵 の 調 査 結 果 を ア ル フ レ ッ ド に 口

頭 で 伝 え る こ と が で き な い 。 探 偵 か ら の 報 告 書 も 、 読 ま れ る こ と な く

破 り 捨 て ら れ る 。 ア ル フ レ ッ ド と オ ー ガ ス ト の 間 に は 、 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン ・ ギ ャ ッ プ が 生 じ て い る 。 オ ー ガ ス ト は 要 点 を 明 確 に 伝 え る こ

と が で き な い ば か り か 、 無 意 識 の う ち に 相 手 を 不 快 に す る 含 み の あ る

言 い 方 や 失 言 を す る 。 よ り 言 葉 を 巧 み に 操 る ア ル フ レ ッ ド は 、 ほ と ん

ど 一 方 的 に 自 分 の 言 い た い こ と を 言 い 、 相 手 の 言 葉 に 耳 を 傾 け な い 。

そ の た め 、 彼 は 、 映 画 の ラ ス ト シ ー ン に 至 る ま で 、 ダ フ ネ に 直 接 、 不

貞 の 真 偽 を 問 い た だ す こ と も な く 、 他 者 か ら の 不 確 か な 情 報 、 自 身 の

思 い 込 み や 想 像 に 基 づ い て 行 動 す る 。 一 応 同 じ 言 語 を 話 し て い る に も
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関 わ ら ず 、 イ ギ リ ス 人 と ア メ リ カ 人 の 間 に 生 じ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン ・ ギ ャ ッ プ が 、 映 画 を 通 し て ア ル フ レ ッ ド が 起 こ す 騒 動 の 一 つ の 要

因 と な る の で あ る 。  

 

Ⅱ ． コ ス モ ポ リ タ ン と し て の 芸 術 家  

1 .  芸 術 家 と ヨ ー ロ ッ パ  

イ ギ リ ス 紳 士 で あ る こ と と 共 に 、 高 名 な オ ー ケ ス ト ラ 指 揮 者 （ 芸 術

家 ） で あ る こ と も ま た 、 ア ル フ レ ッ ド の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 規 定 す る

重 要 な 要 素 で あ る 。 芸 術 家 と 貴 族 は 、 ス ク リ ュ ー ボ ー ル ・ コ メ デ ィ に

登 場 す る ヨ ー ロ ッ パ 人 キ ャ ラ ク タ ー の 典 型 で あ る 。 ア ル フ レ ッ ド の よ

う に 、 明 確 に ヨ ー ロ ッ パ 出 身 者 と し て 描 か れ る こ と も あ る が 、 国 籍 に

関 わ ら ず 、 勤 勉 さ 、 節 制 、 自 助 の 精 神 な ど の ア メ リ カ 的 理 念 に 対 峙

す る 生 き 方 を す る 人 物 と し て 描 か れ る 場 合 が 大 半 で あ る 。  

風 変 わ り な 男 女 の 恋 愛 バ ト ル を 描 く ス ク リ ュ ー ボ ー ル ・ コ メ デ ィ に

お い て 、芸 術 家 は “ s c r e w b a l l ”（ 変 人 ）と 呼 ぶ に ふ さ わ し い キ ャ ラ ク タ

ー で あ る 。『 花 嫁 凱 旋 』( T h e o d o r a  G o e s  Wi l d ,  1 9 3 6 )、『再 会 』( To g e t h e r  

A g a i n ,  1 9 4 4 ) 、『 独 身 者 と 女 学 生 』 ( T h e  B a c h e l o r  a n d  t h e  

B o b b y - S o x e r ,  1 9 4 7 )に 登 場 す る 芸 術 家 の ヒ ー ロ ー は 自 由 な 精 神 の 持

ち 主 で あ り 、堅 苦 し い 道 徳 観 念 に 縛 ら れ た ヒ ロ イ ン と 好 対 照 を 成 す 。

明 確 に ヨ ー ロ ッ パ 出 身 者 と し て 描 か れ る の は 、 フ ラ ン ス 人 俳 優 シ ャ

ル ル ・ ボ ワ イ エ が 演 じ る 『 再 会 』 の 芸 術 家 の み で あ る が 、 8  ヒ ロ イ

ン の 暮 ら す ア メ リ カ の 地 方 コ ミ ュ ニ テ ィ で は 、 三 者 共 に 外 部 か ら や

っ て 来 た 異 質 な 存 在 で あ る 。『 独 身 者 と 女 学 生 』で は 、恋 に 落 ち た ヒ

ロ イ ン の 目 に は 、 芸 術 家 は 輝 く 鎧 を ま と っ た ヨ ー ロ ッ パ 中 世 の 騎 士

の よ う に 見 え る 。 ヒ ロ イ ン が 世 間 体 を 配 慮 し 、 社 会 的 責 任 の 重 い 職

業 に 就 き（『 再 会 』で は 町 長 、『 独 身 者 と 女 学 生 』で は 判 事 ）、家 族 を

扶 養 す る 義 務 を 負 っ て い る の に 対 し 、 芸 術 家 は 金 や 社 会 的 地 位 を 得

る こ と に 固 執 せ ず 、 理 性 よ り も 感 情 に 従 っ て 行 動 す る 。 こ れ ら の 作

品 で は 、 ヒ ロ イ ン は 芸 術 家 と の 恋 愛 に よ っ て 解 放 さ れ 、 恋 す る ス ク

リ ュ ー ボ ー ル へ と 変 容 す る 。 ア メ リ カ 的 価 値 観 に 縛 ら れ な い 自 由 な

精 神 が 芸 術 と 恋 愛 双 方 に お け る 成 功 の 鍵 と な る の で あ る 。  

喜 劇 の 担 い 手 に 徹 す る 脇 役 は 、 し ば し ば ス テ レ オ タ イ プ 的 な 芸 術

家 気 質 を 誇 張 し て 描 か れ る 。 例 え ば 『 再 会 』 に 登 場 す る ピ ー ト は 、

首 フ ェ チ の い か れ た 芸 術 家 と し て 描 か れ る 。 ま た 、 外 国 訛 り の 誇 張

と ヨ ー ロ ッ パ 風 の 名 前 に よ っ て 外 国 人 で あ る こ と が 強 調 さ れ る こ と も

多 い 。 代 表 的 な 例 は 『 襤 褸 と 宝 石 』 ( M y  M a n  G o d f r e y ,  1 9 3 6 )に 登 場 す

る ロ シ ア 人 音 楽 家 カ ー ロ で あ る 。 彼 が ロ シ ア 人 音 楽 家 で あ る と い う の

は 、演 じ る ミ シ ャ・オ ウ ア が ロ シ ア 出 身 で 、「い か れ た ロ シ ア 人 」役 で

お な じ み の キ ャ ラ ク タ ー 俳 優 で あ っ た こ と と 、 ロ シ ア 民 謡 『 黒 い 瞳 』

の 一 部 分 を 何 度 も 歌 っ て 練 習 す る シ ー ン か ら 推 察 さ れ る の み で あ る 。9
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実 際 に は 、 彼 は ア メ リ カ 人 富 豪 宅 に 居 候 を す る ジ ゴ ロ の よ う な 存 在 で

あ る 。  

ス タ ー ジ ェ ス は『 パ ー ム ビ ー チ・ス ト ー リ ー 』( T h e  P a l m  B e a c h  S t o r y ,  

1 9 4 2 )に 、カ ー ロ の パ ロ デ ィ と 思 わ れ る キ ャ ラ ク タ ー 、ト ト を 登 場 さ せ

て い る 。 1 0  演 じ る の は ド イ ツ 出 身 の 俳 優 シ グ ・ ア ル ノ シ ュ で あ る が 、

彼 は 登 場 人 物 た ち が 誰 も 理 解 で き な い 、 お そ ら く 架 空 の 言 語 を 話 す 。

標 準 的 ア メ リ カ 英 語 か ら 外 国 訛 り の 強 い 英 語 へ 、 さ ら に 外 国 語 か ら 言

語 で は な い 音 声 へ と 、「 外 国 人 」 の 表 象 を エ ス カ レ ー ト さ せ る こ と で 、

特 定 の 国 籍 に 囚 わ れ な い 芸 術 家 の コ ス モ ポ リ タ ン 的 資 質 を パ ロ デ ィ に

す る の で あ る 。 そ れ は 、 芸 術 家 の 美 徳 に も な る が 、 素 性 不 明 の い か が

わ し さ を 招 く 要 因 に も な る 。  

 

2 .  コ ス モ ポ リ タ ン と し て の ア ル フ レ ッ ド  

ス タ ー ジ ェ ス は ア ル フ レ ッ ド を 「 明 ら か に ア メ リ カ 人 で は な い が 、

国 籍 を 推 測 す る の は 容 易 で は な く 、 偉 大 な 音 楽 家 が 皆 そ う で あ る よ う

に 外 国 人 と い う よ り も コ ス モ ポ リ タ ン 」 と し て 造 形 し た と さ れ る

( H e n d e r s o n  7 6 3 )。 コ ス モ ポ リ タ ン た る 芸 術 家 は 、 ア メ リ カ 人 で あ っ

て も ア メ リ カ 的 価 値 観 に 囚 わ れ ず 、 極 端 な 場 合 に は カ ー ロ や ト ト の よ

う に 国 籍 不 明 の キ ャ ラ ク タ ー に な る 。 そ れ で は 、 イ ギ リ ス 紳 士 で あ る

こ と を 誇 示 す る ア ル フ レ ッ ド は 、 ど の よ う に コ ス モ ポ リ タ ン 的 資 質 を

発 揮 す る の だ ろ う か 。  

前 述 し た よ う に 、「 探 偵 業 」を 批 判 す る 台 詞 の 中 で “ v u l g a r ”と い う 単

語 を 用 い る ア ル フ レ ッ ド は 、 ア メ リ カ の 粗 野 を イ ギ リ ス 紳 士 の 価 値 観

の 対 極 に あ る も の と し て 位 置 付 け る 。 し か し 、 ア ル フ レ ッ ド の 音 楽 に

対 す る 考 え は 、 ヨ ー ロ ッ パ の 洗 練 と ア メ リ カ の 粗 野 の 対 比 を 曖 昧 な も

の に す る 。 彼 が オ ー ケ ス ト ラ の リ ハ ー サ ル 中 に 、 シ ン バ ル 奏 者 に 大 き

な 音 を 出 す よ う に 要 求 す る 時 の “ B e  v u l g a r,  b y  a l l  

m e a n s . ” ( 0 0 : 1 9 : 1 0 - 0 0 : 1 9 : 1 2 )と い う 台 詞 で は 、“ v u l g a r ”は 音 楽 の 価 値 を

高 め る 肯 定 的 要 素 と み な さ れ て い る 。 ま た 、 彼 は 音 楽 を 高 尚 な も の で

は な く 気 軽 に 楽 し む も の と 考 え て お り 、 ア メ リ カ で 行 わ れ る 彼 の コ ン

サ ー ト は 音 楽 の 大 衆 的 娯 楽 性 を 示 す 。 そ こ に は 、 探 偵 ス ウ ィ ニ ー 、 初

め て の コ ン サ ー ト で 場 違 い な 振 る 舞 い を 繰 り 返 す 仕 立 屋 、 コ ン サ ー ト

は 眠 気 が す る か ら 嫌 い だ と 言 っ た オ ー ガ ス ト ら 、 主 要 な ア メ リ カ 人 キ

ャ ラ ク タ ー が 集 合 し 、 ア ル フ レ ッ ド の 音 楽 に 喝 采 を 送 る 。  

映 画 の ラ ス ト シ ー ン で ダ フ ネ の 不 貞 の 疑 惑 が 晴 れ る と 、 ア ル フ レ ッ

ド は そ れ ま で の 自 身 の 行 動 を “ S o m e t h i n g  s o  v u l g a r ”と 表 現 す る こ と

で 、 イ ギ リ ス と ア メ リ カ の 洗 練 と 粗 野 の 対 比 を 覆 す 。 ま た 、 彼 女 を デ

ー ト に 誘 う 以 下 の 台 詞 で は 、「下 品 」を 意 味 す る 語 の 最 上 級（ 下 線 部 ）

を 繰 り 返 し 用 い る 。  
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Wi l l  y o u  p u t  o n  y o u r  l o w e s t  c u t ,  m o s t  v u l g a r l y  o s t e n t a t i o u s  

d r e s s  w i t h  t h e  l a r g e s t  a n d  v u l g a r e s t  j e w e l s  t h a t  y o u  p o s s e s s ?  

[ … ]  T h e n  a c c o m p a n y  m e  t o  t h e  v u l g a r e s t ,  m o s t  o s t e n t a t i o u s ,  

l o u d e s t  a n d  h a r d e s t - t o - g e t - i n t o  e s t a b l i s h m e n t  t h i s  c i t y  

a f f o r d s ?  ( 1 : 4 3 : 0 8 - 1 : 4 3 : 2 0 ,  下 線 引 用 者 )  

 

こ の よ う な 最 上 級 の 繰 り 返 し に は 、 ア メ リ カ 的 な も の へ の ア ル フ レ ッ

ド の 過 剰 な 同 化 志 向 が 反 映 さ れ て い る 。 コ ス モ ポ リ タ ン た る 芸 術 家 と

し て 、 イ ギ リ ス 紳 士 の 価 値 観 に 反 す る も の に も す す ん で 適 応 し よ う と

極 端 な 行 動 を と る の で あ る 。 そ れ は 、 彼 の 要 求 に 従 っ て シ ン バ ル 奏 者

が 打 ち 鳴 ら す シ ン バ ル の 巨 大 さ に も 明 ら か で あ る 。  

誇 張 さ れ た イ ギ リ ス 紳 士 の 描 写 は 、 ア メ リ カ 人 キ ャ ラ ク タ ー と の 対

比 に お い て ア ル フ レ ッ ド が 外 国 人 で あ る こ と を 強 調 す る 。 芸 術 家 気 質

に 基 づ く 極 端 な ア メ リ カ 化 志 向 も ま た 、 彼 が 生 粋 の ア メ リ カ 人 で は な

い こ と を 強 調 す る 。 こ れ ら の 描 写 は 、 イ ギ リ ス 紳 士 ／ 芸 術 家 と し て の

ア ル フ レ ッ ド の 自 尊 心 の 高 さ を 示 し つ つ も 、 彼 の 体 現 す る 国 民 性 と 芸

術 家 気 質 に 胡 散 臭 い 印 象 を 付 与 す る 。 ト ト と 同 様 の パ ロ デ ィ 化 さ れ た

コ ス モ ポ リ タ ン 的 資 質 に よ っ て 、 ア ル フ レ ッ ド は 明 ら か に ア メ リ カ 人

で は な い 、 国 籍 不 明 の 人 物 と な る の で あ る 。 国 籍 不 明 性 は 、 ア ル フ レ

ッ ド の ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 矛 盾 と 曖 昧 さ を 象 徴 し て い る 。 彼 は 、 イ ギ

リ ス 紳 士 と コ ス モ ポ リ タ ン の 芸 術 家 と い う 矛 盾 し た ア イ デ ン テ ィ テ ィ

を 併 せ 持 ち 、 イ ギ リ ス 紳 士 と し て の 自 意 識 と ア メ リ カ 化 へ の 引 力 に よ

っ て 生 じ る ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 葛 藤 、 な い し ア メ リ カ に 対 す る ア ン ビ

バ レ ン ス を 内 包 し て い る の で あ る 。  

 

Ⅲ ． 結 婚 生 活 と 夫 の 妄 想  

1 .  夫 婦 喧 嘩 と カ ル チ ャ ー ギ ャ ッ プ  

『 殺 人 幻 想 曲 』 は ス ク リ ュ ー ボ ー ル ・ コ メ デ ィ の 中 で も 、 夫 婦 が 離

婚（ 又 は そ の 危 機 ）を 経 て よ り を 戻 す ま で を 描 く「 離 婚 ・ 再 婚 も の 」 7

と い う カ テ ゴ リ ー に 分 類 可 能 な 作 品 で あ り 、 夫 婦 喧 嘩 が 巻 き 起 こ す 騒

動 が 見 ど こ ろ の 一 つ で あ る 。 夫 婦 喧 嘩 に お い て も 、 ア ル フ レ ッ ド は イ

ギ リ ス 紳 士 ／ 芸 術 家 と し て の 自 尊 心 を 露 わ に し た 台 詞 を 発 す る 。 彼 が

ダ フ ネ の ド レ ス の フ ァ ス ナ ー を 壊 し て 口 論 に な る シ ー ン

( 0 0 : 4 0 : 1 7 - 0 0 : 4 1 : 5 0 )で は 、「イ ギ リ ス の 女 性 は ド レ ス が 一 着 あ れ ば い い

方 だ 」と 苦 し い 弁 解 を し 、「そ れ が 私 に 何 の 関 係 が あ る の よ 」と 言 い 返

さ れ る と 、「 だ っ て 君 は イ ギ リ ス 人 と 結 婚 し て る の だ か ら 」 と 応 じ る 。

さ ら に 、 彼 女 が 夫 へ の あ て つ け の よ う に 「 [コ ン サ ー ト の ]代 わ り に 映

画 に 行 こ う か し ら 」と 口 走 る と 、「君 の 文 化 的 教 養 に は 、そ の 方 が ふ さ

わ し い だ ろ う ね 」 と 言 い 返 し 、 ク ラ シ ッ ク 音 楽 （ ハ イ ・ ア ー ト ） の 担

い 手 と し て 、 映 画 （ ア メ リ カ を 代 表 す る 大 衆 芸 術 ） を 見 下 す 高 慢 さ を
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示 す 。  

し か し 、 ア ル フ レ ッ ド に と っ て の 真 の 問 題 は 、 妻 が ア メ リ カ 人 で あ

る こ と で は な く 、 不 実 で あ る か も し れ な い と い う こ と で あ る 。 ダ フ ネ

に と っ て の 問 題 は 、 夫 の 原 因 不 明 の 奇 行 で あ る 。 彼 女 は 最 初 か ら 最 後

ま で 、 ア ル フ レ ッ ド の 行 動 の 原 因 、 す な わ ち 彼 が 自 分 の 不 貞 を 疑 っ て

い る こ と を 理 解 し て い な い か の よ う に 描 か れ る 。 映 画 の 終 盤 、 部 屋 の

中 を め ち ゃ く ち ゃ に 破 壊 し た ア ル フ レ ッ ド は 、「 自 分 の 家 で は 自 分 の や

り た い よ う に や る 。 イ ギ リ ス で は 、 イ ギ リ ス 人 に と っ て の 我 が 家 は 城

な ん だ 」 と 言 っ て 自 身 の 行 為 を 正 当 化 す る と 、 ダ フ ネ は 「 音 楽 家 で イ

ギ リ ス 人 だ か ら っ て 、 こ れ は ち ょ っ と や り す ぎ だ と 思 わ な い ？ 」

( 0 1 : 3 2 : 1 0 - 0 1 : 3 3 : 0 9 )と 困 惑 す る 。イ ギ リ ス 紳 士 ／ 芸 術 家 で あ る こ と は 、

ア ル フ レ ッ ド に と っ て は 自 己 正 当 化 の 、 ダ フ ネ に と っ て は 夫 の ス ク リ

ュ ー ボ ー ル ぶ り を 理 由 づ け る 都 合 の 良 い 口 実 と 化 し て い る 。  

 

2 .  リ メ イ ク 作 『 殺 し た い ほ ど 愛 さ れ て 』  

こ こ で 本 作 を 、 ハ ワ ー ド ・ ジ ー フ 監 督 に よ る リ メ イ ク 作 『 殺 し た い

ほ ど 愛 さ れ て 』 ( U n f a i t h f u l l y  Yo u r s ,  1 9 8 4 )と 比 較 し て み た い 。 リ メ イ

ク 作 で は 、 オ ー ケ ス ト ラ 指 揮 者 の 主 人 公 ク ロ ー ド の キ ャ ラ ク タ ー 造 形

に お い て 、国 民 性 と 芸 術 家 気 質 は 、さ ほ ど 重 要 な 意 味 を 持 っ て い な い 。

演 じ る ダ ド リ ー ・ ム ー ア は イ ギ リ ス 人 だ が 、 ク ロ ー ド の 国 籍 は 映 画 内

で 明 言 さ れ な い 。 一 方 で 、 イ タ リ ア 人 女 優 の 妻 ダ ニ エ ラ （ 演 じ る の は

ド イ ツ 出 身 の ナ ス タ ー シ ャ ・ キ ン ス キ ー ） は 、 誇 張 さ れ た イ タ リ ア 人

気 質 と 芸 術 家 気 質 で 笑 い を 提 供 す る 。 ま た 、 英 語 の 不 自 由 な イ タ リ ア

人 の 付 き 人 ジ ュ ゼ ッ ペ が 、 “ k e e p  a n  e y e  o n  h e r ”の 意 味 を 誤 解 し て 探 偵

を 雇 う こ と が 、 一 連 の 騒 動 の 発 端 と な る 。 ク ロ ー ド と ジ ュ ゼ ッ ペ の 間

に 生 じ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ギ ャ ッ プ が 誤 解 の 連 鎖 を 生 む が 、 ダ ニ

エ ラ の 無 実 は 映 画 の 早 い 段 階 で 観 客 に 明 ら か に さ れ る 。  

こ れ に 対 し て 、『 殺 人 幻 想 曲 』で は 、映 画 の 最 後 ま で ダ フ ネ の 不 貞 の

真 偽 は 曖 昧 で あ る 。ダ フ ネ が 夜 中 に ト ニ ー の 部 屋 で 3 8 分 間 過 ご し た と

い う 探 偵 か ら の 報 告 は 、 監 視 カ メ ラ の 映 像 ま で も が 登 場 す る リ メ イ ク

作 と 比 べ る と 、 浮 気 の 証 拠 と し て は 弱 い 。 ま た 、 ほ ぼ ア ル フ レ ッ ド の

視 点 か ら 描 か れ る た め に 、 ダ フ ネ の 真 意 は 観 客 に 明 か さ れ な い 。 彼 女

は ダ ニ エ ラ に 比 べ て ヒ ロ イ ン と し て の 存 在 感 が 希 薄 で あ り 、 恋 愛 バ ト

ル の 当 事 者 と い う よ り も 、 困 惑 し な が ら 騒 動 を 傍 観 し 、 時 に と ば っ ち

り を 受 け る 第 三 者 の よ う で も あ る 。 こ の よ う な 描 写 は 、 観 客 に 想 像 力

を 働 か せ る 余 地 を 与 え る 。 彼 女 の 貞 淑 な 妻 ぶ り は わ ざ と ら し い 演 技 の

よ う に も 見 え る し 、最 後 に 彼 女 が 語 る こ と の 真 相（ 妹 と ト ニ ー の 浮 気

を 疑 い 、 彼 の 部 屋 を 訪 れ た ） は 、 ア ル フ レ ッ ド に 自 身 の 浮 気 を 悟 ら

れ な い た め の 作 り 話 の 可 能 性 も あ る 。  

デ ィ コ ス は 、本 作 が 男 女 間 の 恋 愛 バ ト ル よ り も 、「趣 向 に 富 ん だ 方 法
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で 想 像 力 を 行 使 す る 芸 術 家 の 才 能 と 、 激 し い 怒 り と 悪 意 に 基 づ い て 他

者 を 責 め た て る 尊 大 さ 」 の 方 に 主 眼 を 置 い て い る と 指 摘 す る ( D i c k o s  

1 2 4 )。 オ ー ガ ス ト の 思 わ せ ぶ り な 口 調 、 い か に も お 似 合 い の 二 人 に 見

え る ダ フ ネ と ト ニ ー の ツ ー シ ョ ッ ト 、 探 偵 の 報 告 等 は 、 ア ル フ レ ッ ド

の 想 像 力 を 刺 激 す る 。 や が て 、 妻 と 愛 人 へ の 復 讐 を 3 通 り に 妄 想 す る

行 為 に は 、 彼 の 想 像 力 と 尊 大 さ が 最 も 顕 著 に あ ら わ れ る 。 リ メ イ ク 作

で は 、 妻 の 浮 気 は ク ロ ー ド の 誤 解 で あ る こ と が 明 確 で あ る た め に 、 ク

ロ ー ド に と っ て も 観 客 に と っ て も 想 像 力 を 働 か せ る 余 地 は 乏 し い 。 彼

の 妄 想 も 1 つ し か 描 か れ な い 。『 殺 人 幻 想 曲 』に は 、そ も そ も 確 固 と し

た 事 実 は 存 在 せ ず 、 事 実 と 想 像 が 相 互 に 影 響 し 合 う 。 ダ フ ネ が 夜 中 に

ト ニ ー の 部 屋 を 訪 れ た と い う 事 実 は 、ア ル フ レ ッ ド の 想 像 力 を 刺 激 し 、

想 像 の 産 物 は 彼 自 身 に よ っ て 現 実 に な る 。 妻 の 不 実 は い つ の 間 に か 事

実 と み な さ れ 、 3 つ の 妄 想 は 現 実 に 実 行 さ れ る の で あ る 。  

 

3 .  3 つ の 妄 想 シ ー ン  

ア ル フ レ ッ ド の 3 つ の 妄 想 を 描 く シ ー ン は 、 本 作 の 最 大 の 見 せ 場 で

あ る 。 妄 想 は 、 彼 が コ ン サ ー ト で 指 揮 を 執 る 3 つ の 曲 に 合 わ せ て 展 開

さ れ 、 音 楽 が 背 景 で 途 切 れ る こ と な く 流 れ る 。 1 1  ま た 、 彼 の 長 台 詞 が

ほ と ん ど 途 切 れ る こ と な く シ ー ン の 大 半 を 支 配 す る 。 ま る で 音 楽 家 が

曲 を 解 釈 し 表 現 す る か の よ う に 、 ア ル フ レ ッ ド は そ れ ぞ れ の 音 楽 に 合

わ せ て 妄 想 世 界 を 構 築 し 、 言 語 に よ っ て 支 配 す る の で あ る 。 こ れ ら の

シ ー ン に は 、 前 述 し た ア ル フ レ ッ ド の 台 詞 回 し の 特 徴 が 顕 著 で あ り 、

イ ギ リ ス 紳 士 ／ 芸 術 家 と し て の 自 尊 心 が 強 調 さ れ る 。  

3 つ の 妄 想 シ ー ン へ の 導 入 は ほ ぼ 同 じ で あ り 、 コ ン サ ー ト で 指 揮 を

執 る ア ル フ レ ッ ド の 左 目 へ の 超 ク ロ ー ス ア ッ プ (図 4 )か ら 暗 転 し 、帰 宅

し た 彼 と ダ フ ネ の 姿 を と ら え た 後 (図 5 )、 二 人 の 会 話 が 約 3 分 か ら 4

分 続 く 。1 2  第 一 の 妄 想 で は 、二 人 の 会 話 は ワ ン テ イ ク で 撮 ら れ て お り 、

台 詞 の 流 れ を 切 ら な い 配 慮 が な さ れ て い る 。 ま た 、 ダ フ ネ よ り も ア ル

フ レ ッ ド の 台 詞 の 方 が 圧 倒 的 に 多 い 。 第 二 の 妄 想 で は 、 ダ フ ネ の 台 詞

は さ ら に 減 り 、 ア ル フ レ ッ ド の 台 詞 の 合 間 に 一 言 二 言 の 単 語 を 発 す る

程 度 で あ る 。 彼 女 の 最 も 印 象 的 な 台 詞 は 、 過 度 に 感 情 的 な 口 調 で 発 せ

ら れ る 「 ポ ー ト ホ ー ル 」 ( 0 1 : 0 6 : 5 3 - 0 1 : 0 6 : 5 4 )と い う わ ず か 一 語 の 台 詞

で あ ろ う 。 第 三 の 妄 想 に は ト ニ ー が 加 わ る が 、 不 貞 を 責 め た て る ア ル

フ レ ッ ド に 対 し て 、 ダ フ ネ と ト ニ ー は ほ と ん ど 「 ア ル フ レ ッ ド 」 と 叫

ん だ り 悲 鳴 を 上 げ た り す る ば か り で あ る 。 第 二 、 第 三 の 妄 想 に は 、 そ

れ ぞ れ 小 切 手 と ト ニ ー の ク ロ ー ス ア ッ プ が 挿 入 さ れ 、 映 像 面 で は 中 断

が あ る も の の 、 ア ル フ レ ッ ド の 台 詞 は そ の 間 も 途 切 れ る こ と は な い 。  

妄 想 世 界 で は 、 ア ル フ レ ッ ド は 長 台 詞 を 饒 舌 に 発 す る だ け で な く 、 会

話 の 相 手 が 自 分 の 望 む 返 答 を す る こ と を 、 あ ら か じ め 承 知 し て い る 。

ダ フ ネ と ト ニ ー は 、 ア ル フ レ ッ ド の 用 意 し た 脚 本 に 従 っ て 台 詞 を 発 し
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て い る か の よ う で あ り 、 彼 ら の 台 詞 は ア ル フ レ ッ ド の 台 詞 の 流 れ を 妨

げ ず 、 そ の 内 容 に 水 を 差 さ な い よ う に 配 慮 さ れ て い る 。 妄 想 シ ー ン に

は 、 ス タ ー ジ ェ ス 作 品 の 特 徴 の 一 つ で あ る 自 己 言 及 性 が 顕 著 で あ り 、

ア ル フ レ ッ ド は 映 画 監 督 ・ 脚 本 家 ・ 主 演 俳 優 等 の 様 々 な 役 割 を 兼 務 し

て い る 。 1 3   

三 つ の 妄 想 を 1 つ の 映 画 作 品 と し て と ら え た 場 合 、 完 成 度 が 最 も 高

い の は 、 第 一 の 妄 想 で あ ろ う 。 こ の 妄 想 は 最 も 長 く 、 他 の 妄 想 が ほ と

ん ど 書 斎 で の み 展 開 さ れ る の に 対 し 、 時 間 と 場 所 の 移 動 が あ り 、 脇 役

や エ キ ス ト ラ を 含 め 多 く の キ ャ ラ ク タ ー が 登 場 す る 。 ア ル フ レ ッ ド が

望 む 結 末 に 到 達 す る の も 第 一 の 妄 想 の み で あ り 、 彼 は 完 全 犯 罪 の 成 功

に 高 ら か な 勝 利 の 笑 い 声 を あ げ な が ら 現 実 に 復 帰 す る 。 こ れ に 対 し 、

第 二 の 妄 想 は 気 の 滅 入 る 結 末 を 迎 え 、 第 三 の 妄 想 は 彼 の 意 図 し な い 展

開 で 唐 突 に 終 わ り を 迎 え る 。 コ ン サ ー ト の 演 奏 が 終 わ る と 同 時 に 喝 采

を 送 る 聴 衆 は 、 彼 ら が 見 る こ と の で き な い ア ル フ レ ッ ド の 妄 想 ＝ 映 画

に も 、 無 意 識 の う ち に 喝 采 を 送 っ て い る こ と に な る 。 彼 ら に と っ て 、

芸 術 家 が 自 身 の 創 作 に 満 足 し て い る か 否 か は 問 題 で は な く 、 第 二 、 第

三 の 演 奏 に も 喝 采 は 送 ら れ る 。そ れ に よ っ て 芸 術 家 と 聴 衆（ 観 客 ）の 、

芸 術 に 対 す る 価 値 観 の 乖 離 が 露 わ に な る 。  

 

4 .  妄 想 か ら 現 実 へ 、 饒 舌 か ら 沈 黙 へ  

第 三 の 妄 想 か ら 現 実 に 復 帰 し た ア ル フ レ ッ ド は 、 そ れ ぞ れ の 妄 想 を

順 番 に 、 現 実 に お い て 実 行 し よ う と 試 み る 。 し か し 、 現 実 世 界 で は 何

一 つ 、 彼 の 思 い 通 り に は い か な い 。 興 味 深 い の は 、 こ の 時 に ア ル フ レ

ッ ド が 饒 舌 さ を 失 っ て い る こ と で あ る 。 彼 が 第 一 の 妄 想 を 実 行 す る 様

子 は 、 音 楽 と 効 果 音 を 背 景 に し た 長 い ス ラ ッ プ ス テ ィ ッ ク ・ ア ク シ ョ

ン で 描 か れ る 。 小 道 具 を 相 手 に 無 言 で 悪 戦 苦 闘 す る ア ル フ レ ッ ド は 、

お も ち ゃ で 遊 ぶ 子 供 の よ う で も あ り (図 6 )、言 語 能 力 の 喪 失 に よ っ て 無

力 な 幼 児 状 態 へ 退 行 す る 。 実 際 、 彼 は 録 音 機 と 間 違 え て ボ ー ド ゲ ー ム

を 取 り 出 し た り す る 。 そ し て 、 録 音 機 を う ま く 操 作 で き な い た め に 、

マ イ ク に 向 か っ て 台 詞 を 吹 き 込 も う と す る 度 に 中 断 を 余 儀 な く さ れ 、

意 図 的 に 不 明 瞭 な 話 し 方 で 録 音 し た 台 詞 ( “ h e l p ,  h e l p ,  o h h ” )は 、 機 械

に よ っ て ほ と ん ど 言 葉 と は 思 え な い よ う な 音 に 変 換 さ れ る 。 ま た 、 ダ

フ ネ か ら の 電 話 に 応 答 す る 際 に は 、 く し ゃ み を 繰 り 返 し て 一 時 的 な 会

話 不 能 状 態 に 陥 っ て お り 、 彼 が 電 話 越 し に 立 て る 物 音 を 、 ダ フ ネ は し

ゃ べ る 犬 と 爆 発 音 に 例 え て い る 。  

こ の 後 、 ダ フ ネ が 帰 宅 す る と 、 ア ル フ レ ッ ド は 第 二 、 第 三 の 妄 想 も

実 行 に 移 し 、 更 な る 失 敗 を 重 ね て い く 。 ア ル フ レ ッ ド が 妄 想 内 と 同 じ

台 詞 を 発 す る の に 対 し 、 ダ フ ネ は 異 な る 台 詞 で 応 じ る た め に 、 彼 は 会

話 の 主 導 権 を 握 る こ と が で き な い 。 期 待 に 反 す る 彼 女 の 返 答 に 思 わ ず

絶 句 す る こ と も し ば し ば で あ る 。  
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ア ル フ レ ッ ド （ あ る い は ハ リ ソ ン ） は 、 言 葉 に よ っ て 洗 練 さ れ た ユ

ー モ ア を 発 揮 す る タ イ プ の ス ク リ ュ ー ボ ー ル で あ り 、 無 言 の ス ラ ッ プ

ス テ ィ ッ ク ・ ア ク シ ョ ン は ぎ こ ち な い 。 彼 は 、 録 音 機 、 電 話 、 カ ミ ソ

リ 、 万 年 筆 、 銃 と い っ た 小 道 具 の 扱 い に こ と ご と く 失 敗 し て い る 。 派

手 な ド タ バ タ 騒 動 を 十 八 番 に す る ス タ ー ジ ェ ス で あ っ て も 、 こ の シ ー

ン は 間 延 び し 、 ア ル フ レ ッ ド の 無 様 な 失 敗 で 観 客 の 笑 い を 誘 う と い う

意 図 し た 喜 劇 的 効 果 を 十 分 に 上 げ る こ と が で き て い な い 。 ア ル フ レ ッ

ド の 饒 舌 な 台 詞 回 し は 、 し ば し ば 他 者 （ オ ー ガ ス ト や 探 偵 ） を 嘲 笑 の

対 象 に し て 笑 い を と る 。 一 方 、 彼 が 沈 黙 し て い る 時 は 、 自 身 を 嘲 笑 の

対 象 と し て 差 し 出 し な が ら も 、 笑 い を と る こ と に 失 敗 し て い る 。 こ の

よ う な 喜 劇 の 成 功 と 失 敗 の 図 式 に よ っ て 、 ア ル フ レ ッ ド の 自 尊 心 の 証

と し て の 言 語 の 役 割 は よ り 明 確 に な る 。 現 実 に お い て も 妄 想 に お い て

も 、 彼 は 言 葉 に よ っ て 自 分 の 望 む 世 界 を 創 り 上 げ て き た 。 喜 劇 の 失 敗

は 、 言 葉 を 奪 わ れ た ア ル フ レ ッ ド の 無 力 さ 強 調 し 、 イ ギ リ ス 紳 士 ／ 芸

術 家 と し て の 誇 り を 奪 い と る の で あ る 。  

 

5 .  結 婚 生 活 に お け る 男 ら し さ の 危 機  

イ ギ リ ス 紳 士 ／ 芸 術 家 と し て の 自 尊 心 は ア ル フ レ ッ ド に 、 他 者 に 対

す る 絶 対 的 な 優 越 感 を 保 証 す る 。 リ メ イ ク 作 で は 、 愛 人 と 疑 わ れ る 男

が 、 若 く ハ ン サ ム な だ け で な く 、 名 の あ る バ イ オ リ ニ ス ト （ 芸 術 家 ）

で あ る こ と に よ っ て 、 ク ロ ー ド の 嫉 妬 心 が 煽 ら れ る が 、 ア ル フ レ ッ ド

が 単 な る 秘 書 に す ぎ な い ト ニ ー に 嫉 妬 す る 必 要 は な い 。し か し 第 一 と

第 二 の 妄 想 に は 、 若 く 美 し い 妻 に は 美 男 子 の 若 者 ト ニ ー が ふ さ わ し い

と い う ア ル フ レ ッ ド の 台 詞 が 、 第 三 の 妄 想 に は 、 一 転 し て 若 さ と 美 の

優 越 性 を 否 定 す る 台 詞 が 登 場 す る 。 こ れ ら の 台 詞 は 、 若 く 美 し い 妻 に

自 分 は ふ さ わ し く な い と い う 彼 の 自 己 卑 下 と 、 そ れ ゆ え に 妻 が 浮 気 を

す る と い う 被 害 妄 想 を 示 唆 す る 。  

第 一 の 妄 想 で は 、 妻 を 殺 し て 愛 人 に そ の 罪 を 着 せ る と い う 完 全 犯 罪

に よ っ て 、 第 二 の 妄 想 で は 、 大 人 の 男 ら し く ダ フ ネ の 幸 せ を 願 っ て 身

を 引 く と い う 感 傷 的 な 自 己 犠 牲 に よ っ て 、 妻 に 浮 気 さ れ た 男 の 自 尊 心

の 回 復 が 図 ら れ る 。 第 三 の 妄 想 で は 、 ア ル フ レ ッ ド は ト ニ ー に ロ シ ア

ン ・ ル ー レ ッ ト で の 勝 負 を 挑 み 、 男 性 的 な 力 の 象 徴 で あ る 銃 を 振 り か

ざ す 。 し か し 皮 肉 に も 、 男 ら し さ を 証 明 し よ う と 引 き 金 を 引 い た ア ル

フ レ ッ ド は 、 銃 弾 に あ た っ て 死 ん で し ま う 。 彼 の 顔 の ク ロ ー ス ア ッ プ

は 、 回 転 す る 黒 い 渦 に デ ィ ゾ ル ブ し 、 や が て 渦 の 中 央 に 、 指 揮 を 執 る

現 実 世 界 の ア ル フ レ ッ ド が 現 れ る (図 7 )。第 一 と 第 二 の 妄 想 で は 、妄 想

内 の ア ル フ レ ッ ド か ら 現 実 世 界 の ア ル フ レ ッ ド へ と 直 接 、 素 早 く シ ョ

ッ ト が 切 り 替 わ る の に 対 し 、 1 4  第 三 の 妄 想 は 現 実 へ の 移 行 に 時 間 を か

け 、 暗 闇 の 底 か ら 現 実 に 這 い 上 が っ て く る よ う な 印 象 を 与 え る 。 妄 想

シ ー ン は 、 ア ル フ レ ッ ド の 瞳 を 入 り 口 と し て 、 彼 の 心 の 中 へ と 映 画 観
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客 を 誘 い 込 む が 、 第 三 の 妄 想 で は 、 彼 自 身 が 意 図 せ ず し て 自 身 の 心 の

奥 深 く に 抱 え る 闇 を 覗 き 込 ん で し ま っ た の で あ る 。  

無 言 の ま ま コ ン サ ー ト を 後 に し た ア ル フ レ ッ ド か ら は 、 そ れ ま で の

饒 舌 さ と 自 信 に 満 ち た 態 度 が す っ か り 失 わ れ る 。 例 え ば 、 カ ミ ソ リ で

指 を 切 っ て 大 げ さ に 痛 が り な が ら ダ フ ネ に 手 当 し て も ら う ア ル フ レ ッ

ド は 、 軟 弱 で 子 供 っ ぽ く 見 え る 。 こ れ に 対 し ダ フ ネ は 、 次 第 に 母 親 の

よ う な 態 度 で 彼 の 奇 行 に 対 処 す る よ う に な る 。 万 年 筆 か ら イ ン ク が う

ま く 出 な い と 苛 立 つ ア ル フ レ ッ ド を な だ め 、「イ ギ リ ス 式 」に な ら っ て

家 中 の 万 年 筆 に イ ン ク を 補 充 す る こ と に 同 意 し 、 イ ン ク を ぶ ち ま け る

彼 の 失 態 を 笑 い さ え す る 。 そ れ ま で の 、 人 生 経 験 豊 か な 年 上 の 夫 と 、

彼 を た て る 若 い 妻 の 構 図 は 、 無 力 な 幼 児 状 態 に 退 行 し た 夫 と 、 彼 を う

ま く な だ め す か す 母 親 の よ う な 妻 の 構 図 へ と 逆 転 す る 。  

ダ フ ネ と の 結 婚 生 活 は 、 ア ル フ レ ッ ド の 男 と し て の 自 尊 心 に 脅 威 を

与 え る 。 妄 想 内 の 結 婚 が 夫 婦 の 一 方 の 死 、 又 は 離 別 と い う 結 末 を 迎 え

る こ と や 、 そ れ ら を 現 実 に 実 行 し て 自 ら 結 婚 を 破 壊 し よ う と さ え す る

の は 、 そ の よ う な 脅 威 を 排 除 す る た め の 極 端 な 方 法 か も し れ な い 。 し

か し 、 結 婚 を 維 持 で き な い こ と も ま た 、 彼 の 自 尊 心 を 傷 つ け る 。 ダ フ

ネ を 含 め た ア メ リ カ 人 キ ャ ラ ク タ ー た ち は 、 彼 の イ ギ リ ス 紳 士 ／ 芸 術

家 と し て の 自 尊 心 を く す ぐ り な が ら も 、 妻 に 浮 気 さ れ た 男 で あ る と ほ

の め か し 、 彼 の 被 害 妄 想 を 刺 激 す る 。 そ れ ゆ え に 、 ア ル フ レ ッ ド は 最

終 的 に ダ フ ネ の 無 実 を 「 真 実 」 と し て 受 け 入 れ 、 そ の 瞬 間 に 饒 舌 さ

を 取 り 戻 す 。彼 の 饒 舌 さ は 、他 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の た め で は

な く 、心 の 奥 に 抱 え た 不 安 を 他 者 に 悟 ら れ な い た め の 見 栄 な の で あ る 。 

 

お わ り に  

 ア ル フ レ ッ ド の 表 象 に は 、 ス タ ー ジ ェ ス 作 品 を 特 徴 づ け る あ る 種 の

極 端 さ が あ ら わ れ て い る 。 大 仰 な 台 詞 回 し 、 派 手 な ド タ バ タ 騒 動 、 妻

の 浮 気 の 疑 惑 に 対 処 し よ う と す る 極 端 な 行 動 等 の 描 写 が 、 ス タ ー ジ ェ

ス ら し い 喜 劇 を 生 む 。 し か し 、 ア ル フ レ ッ ド の 無 言 の ス ラ ッ プ ス テ ィ

ッ ク ・ ア ク シ ョ ン の よ う に 、 派 手 な ド タ バ タ 騒 動 が 喜 劇 的 効 果 を 上 げ

る の に 失 敗 し て い る シ ー ン も あ る 。 本 作 は 、 公 開 当 時 は 興 業 的 ・ 批 評

的 な 失 敗 作 で あ り 、 ス タ ー ジ ェ ス 喜 劇 の 中 で も 必 ず し も 高 い 評 価 を 得

て き た 作 品 で は な い 。 ま た 、 本 作 に は フ ィ ル ム ・ ノ ワ ー ル の 影 響 が 指

摘 さ れ 、ラ プ フ ォ ー ゲ ル も 指 摘 す る よ う に 、「本 作 は 以 前 の 作 品 よ り も

暗 く 残 酷 で あ る 」。 1 5  ア ル フ レ ッ ド の 抱 え る 葛 藤 な い し ア ン ビ バ レ ン

ス に 起 因 す る 極 端 な 行 動 が 、 こ の よ う な 喜 劇 の 失 敗 を も た ら す 。  

映 画 冒 頭 、 ア ル フ レ ッ ド と ダ フ ネ は 周 囲 が あ き れ る ほ ど の 熱 愛 ぶ り

を 見 せ つ け 、 理 想 の 夫 婦 の よ う に 描 か れ る 。 し か し そ の 極 端 さ に よ っ

て 、 彼 ら は 理 想 の 夫 婦 像 の パ ロ デ ィ と 化 し 、 大 げ さ に 演 じ ら れ た 見 せ

か け と 実 体 の 乖 離 を 示 唆 す る 。 実 際 に 、 夫 は イ ギ リ ス 紳 士 ／ 芸 術 家 と
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し て の 自 尊 心 を 誇 示 す る こ と で 、 男 ら し さ の 不 安 を 悟 ら れ ま い と し て

い る 。 結 末 で は 、 極 端 な ア メ リ カ 化 志 向 を 表 明 す る ア ル フ レ ッ ド の 大

げ さ な 台 詞 回 し が 、 ハ ッ ピ ー エ ン ド を 強 調 す る 。 し か し 、 そ の 台 詞 は

イ ギ リ ス 英 語 で 発 せ ら れ て お り 、 彼 は 相 変 わ ら ず 自 尊 心 の 証 と し て の

イ ギ リ ス 英 語 に 依 存 し て い る 。 彼 の イ ギ リ ス 人 と し て の 自 意 識 と 、 芸

術 家 の コ ス モ ポ リ タ ン 的 志 向 と が 葛 藤 を 続 け て い る の で あ る 。 ま た 、

結 婚 生 活 が 続 く 限 り 、 彼 の 男 ら し さ の 不 安 が 解 消 さ れ る こ と は な い 。

ダ フ ネ の 浮 気 を 疑 い 、 そ の 殺 害 を 企 て る 彼 の 行 動 は 、 ア ン ビ バ レ ン ス

の 最 た る 表 れ で あ り 、 妻 へ の 愛 と 憎 し み が 入 り 混 じ る 。 結 末 で 、 妻 へ

の 大 げ さ な 賛 辞 を 並 べ る ア ル フ レ ッ ド の 台 詞 の 裏 に は 、 妻 へ の ア ン ビ

バ レ ン ト な 感 情 が 潜 ん で い る 。 本 作 の 恋 愛 バ ト ル は 、 こ の よ う な 解 決

不 可 能 な ア ン ビ バ レ ン ス を 解 決 し よ う と す る ア ル フ レ ッ ド の 自 尊 心 の

戦 い な の で あ る 。  

 

  

図 1  ( 0 : 2 8 : 5 4 )                図 2  ( 0 : 2 8 : 5 7 )  

   

図 3  ( 0 : 2 9 : 2 2 )                 図 4  ( 0 : 4 6 : 1 9 )  
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図 5  ( 0 : 4 6 : 4 9 )                 図 6  ( 1 : 2 8 : 2 5 )  

 

図 7  ( 0 1 : 1 5 : 2 2 )  

 

註  

1 .  メ ア リ ー は 、自 身 を イ タ リ ア の 王 家 の 末 裔 と 信 じ 、後 に 苗 字 を デ ス

テ ィ （ d ’ E s t e、 後 に D e s t i） に 改 名 し て い る 。  

2 .  准 男 爵 ( b a r o n e t )は 、 英 国 世 襲 位 階 の 最 下 位 に 位 置 し 、 上 流 階 級

の 一 員 で は あ っ て も 厳 密 に は 貴 族 で は な い 。本 論 で は 紳 士 と し た 。 

3 .  A g e e  ( 1 9 5 8 ) ,  F a r b e r  ( 1 9 7 1 )を 参 照 さ れ た い 。  

4 .  例 え ば 、 デ ィ コ ス は 繰 り 返 し “ a m b i v a l e n c e ”と い う 語 を 用 い て 、

ス タ ー ジ ェ ス 作 品 を 論 じ て い る 。D i c k o s  ( 1 9 8 5 ) ,  P i r o l i n i  ( 2 0 1 0 ) ,  

R a p f o g e l  ( 2 0 0 6 ) ,  U r s i n i  ( 2 0 0 3 )を 参 照 さ れ た い 。  

5 .  R a p f o g e l  ( 2 0 0 6 )を 参 照 さ れ た い 。  

6 .  Wa p s h o t t  ( 1 9 9 1 )を 参 照 さ れ た い 。  

7 .  ア ル フ レ ッ ド は 、実 在 の オ ー ケ ス ト ラ 指 揮 者 サ ー・ト ー マ ス・ビ

ー チ ャ ム を モ デ ル に し て い る 。ビ ー チ ャ ム が ビ ー チ ャ ム 製 薬 の 御

曹 司 で あ っ た こ と か ら 、オ ー ガ ス ト が 軽 蔑 を 示 す ア ル フ レ ッ ド の

一 族 の 家 業 は 、 製 薬 業 と 推 測 さ れ る 。  

8 .  『 再 会 』 の ヒ ー ロ ー に つ い て は 、 劇 中 で フ ラ ン ス 人 と 言 及 さ れ 、

フ ラ ン ス 語 を 話 す シ ー ン も 登 場 す る 。 な お 、『 花 嫁 凱 旋 』 の ヒ ー

ロ ー は ア メ リ カ 人 俳 優 メ ル ヴ ィ ン ・ ダ グ ラ ス が 、『 独 身 者 と 女 学

生 』は イ ギ リ ス 出 身 の ケ ー リ ー・グ ラ ン ト（ 後 に ア メ リ カ の 市 民
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権 を 取 得 ）が 演 じ て い る 。後 者 は 劇 中 で 、ア メ リ カ を 描 く 画 家 と

紹 介 さ れ る 。  

9 .  オ ウ ア は 、 ス ク リ ュ ー ボ ー ル ・ コ メ デ ィ 『 我 が 家 の 楽 園 』 ( Yo u  

C a n ’ t  Ta k e  I t  Wi t h  Yo u ,  1 9 3 8 )で は 、 ロ シ ア 人 バ レ エ 教 師 を 演 じ

て い る 。 誇 張 さ れ た 芸 術 家 気 質 を 有 し 、『 襤 褸 と 宝 石 』 の カ ー ロ

と 同 様 に 、食 べ る こ と に 何 よ り も 関 心 を 示 す キ ャ ラ ク タ ー と し て

描 か れ て い る 。  

1 0 .  ト ト は ま た 、『 オ ズ の 魔 法 使 い 』 ( T h e  Wi z a r d  o f  O z ,  1 9 3 9 )に 登 場

す る ド ロ シ ー の ペ ッ ト の 犬 ト ト を 連 想 さ せ る と い う 指 摘 も な さ れ

て い る ( K o z l o f f  1 9 9 )。  

11 .  3 つ の 妄 想 シ ー ン に は そ れ ぞ れ 、ロ ッ シ ー ニ の『 セ ミ ラ ー ミ デ 序 曲 』

( S e m i r a m i d e  O v e r t u r e ) 、 ワ グ ナ ー の 『 タ ン ホ イ ザ ー 序 曲 』

( Ta n h a u s e r  O v e r t u r e )、 チ ャ イ コ フ ス キ ー の 『 フ ラ ン チ ェ ス カ ・

ダ ・ リ ミ ニ 』 ( F r a n c e s c a  d e  R i m i n i ,  O p u s  3 2 )が 用 い ら れ て い る 。 

1 2 .  た だ し 第 一 の 妄 想 で は 、 暗 転 の 後 に オ ル ゴ ー ル の シ ョ ッ ト が 挿 入

さ れ 、 帰 宅 し た ア ル フ レ ッ ド と ダ フ ネ の シ ョ ッ ト へ と 続 く 。  

1 3 .  ス タ ー ジ ェ ス は 1 9 4 9 年 に 書 か れ た 書 簡 の 中 で 、3 つ の 妄 想 シ ー ン

に つ い て「 ア ル フ レ ッ ド が 脚 本 を 書 き 、監 督 し た か の よ う に し よ う

と し た 」 と 記 し て い る ( H a r v e y  6 4 7 )。  

1 4 .  第 一 の 妄 想 で は 、 妄 想 内 で 笑 う ア ル フ レ ッ ド の シ ョ ッ ト か ら 、 彼

の 左 目 の 超 ク ロ ー ス ア ッ プ へ と 切 り 替 わ り 、徐 々 に カ メ ラ が 引 い て

い く に つ れ て 笑 い な が ら 指 揮 を 執 る 彼 の 姿 が 映 し 出 さ れ る 。第 二 の

妄 想 で は 、ダ フ ネ の 手 に 口 づ け す る ア ル フ レ ッ ド か ら 、指 揮 を 執 る

ア ル フ レ ッ ド へ の 素 早 い デ ィ ゾ ル ブ に よ っ て 、妄 想 か ら 現 実 へ と 移

行 す る 。  

1 5 .  デ ィ コ ス は 本 作 を 「 コ メ デ ィ ・ ノ ワ ー ル 」 ( D i c k o s  1 2 6 )と 称 し 、

ア レ ッ サ ン ド ロ・ピ ロ リ ー ニ も フ ィ ル ム・ノ ワ ー ル の 要 素 を 指 摘 し

て い る 。 D i c k o s  ( 1 9 8 5 ) ,  P i r o l i n i  ( 2 0 1 0 ) ,  R a p f o g e l  ( 2 0 0 6 )を 参 照 さ

れ た い 。  
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